
60 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探査機リモートセンシングデータを
用いた火星大~l·旦槽爪 目』大火 丸環境υノ研九

野口克行、 山谷真貴子（奈良女子大）、入江仁士 （千葉大CEReS）、林寛生（富士通FIP)

本研究では、米国の火星探査機MarsReconnaissance Orbiter(MRO）搭載の赤外分光計MarsClimate Sounder (MCS）による観測

から得られた気温、l.l<氷雲、ダストの各物理量の統計的な解析を行なうことで、それらの相互作用を明らかにすると共に火星気
象・気候に与える影響を評価することを目的とする。火星は地球の中層大気に相当する程度の大気を持っており、地球大気で得

られた知見を元に火星で観測された大気現象の発生メカニズムを解明することは、将来の無人・有人探査に必要な火星大気環
境データの入手に留まらず、地球大気での知見がその他の惑星に対しても通用する普遍的な法則かどうかを試す上でも重要で

ある。昨年の成果発表では、火星地表面を特徴付ける地形の一つであるヘラス盆地上空での解析結果を示した。今回の発表で
は、大規模な山岳地形であるタルシス山地上空の気温、l.l<氷雲、ダストの各物理量の相聞を報告する。

1.使用したデータ：MRO・MCS
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Mars Reconnaissance Orbiter (MRO) 

・2005年に米国NASAi：：より打ち上げ
•6つの科学機援を浴鍛

・カメラMARCI(Mars Color lmager）、HiRISE(High Resolution Imaging 
Science Experiment）、CTX(Cont制 tCamera) 
・分光著書／放射針：CRISM(Comp。ctReconnaissance Imaging 
Spectrometer for Mars）、 MCS(Mars Climate Sounder) 
・レーダー：SHARAD(Shallow R凶ar)

・従来の探査機よりもはるかに高解像度な画像取得や高分解能な分光
観測を実施している
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Mars Climate Sounder (MCS) 

・赤外減分光計（放射計）、波長域1-SOum
．リム観測を実施
・導出物理量（標準プロダクト）

・気温、気圧、ダスト消散係数、水氷雲j白散係数、水蒸気量
・夜側と昼側のデータに分けて解析
・解析対象期間：MarsY回r(MY) 28-32 

－データl立、NASA(T)Webサイト（PDS）から取得
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2.タルシス山地上空での気温・水氷雲・ダストの相関

火星の地Hi闘と11/l，シス山地の位置（鳳破線で図った部分〉。

タルシス山地（Tharsis)

・火星の西半球・低純度に位置する台地状の山岳地帯。
・＊発表では、タルシス山地南側の領綾を解析対象としたMCSの気温・水氷雲・
ダストの相関を示す。
・時期は、南半球秋（Ls=lS-40°）を対象としている。この期間に、前年に報告 ー
したヘラス盆地での明確な気温・水氷雲・ダストの相関が見られているため、そ山
れとの比較を行う。

鍍畳鑑墨
・夜側の観測データにおいて、ヘラス盆地で見られたのと悶微な水氷雲と気温
に反相関が見られた（下図赤丸）。ダストI立、解析対象期間中に虫歯加・減少の
変動はみられたものの、それらの変動は水氷雲や気温と明確な栂関は伴わな on• 困言、
かった。なお、昼mのデータには明隠な相関l立見られなかったa -- ~ 
・周期間中のへラス盆地では、水氷雲・気温・ダストの全てに相関が見られ、「ダ ．艶
スト量の地力日→ダストによる太陽光吸収と気温上昇今水氷雲の減少」という仮 ・一
説を立てたが、タルシス山地での結果はこの仮設が成り立たない場合がある
ことを示している。

水氷雲
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